
 

 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

今日の力 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

 

 

2016年 2月15日〜2月21日 
 

 

 

 

 

 

翻訳  小 出 友 紀 

 

 

編集  岩 田 欣 三 

  

 

 

 

この冊子の聖句は，新改訳聖書第三版を使用しています。 

 

 

    

 

 

御茶の水キリストの教会 

 

   

2月15日(月) 

最 も 小 さ き 者 

聖書朗読  Ⅱコリント ８：１～７ 

まことに，あなたがたに告げます。あなたがたが，これらのわたしの兄弟たち，しか

も最も小さい者たちのひとりにしたのは，わたしにしたのです。 

マタイ ２５：４０ 

 

オックスファム(参照，訳者注)の最新の報告書によると世界の富のほぼ50%が，世界

人口の1%によって所有されているとのことです。私にはそのことが理解できません。私

は，人間の寛大さに関する報告よりも富に関する報告を耳にすることの方が多いです。

イエス様は，富める者の心と貧しき者の心について話されました。イエス様は両者に寛

大であるように望まれたのです。 

マケドニアの諸教会の兄弟姉妹はその真実を見つけたとパウロは語っています。

「苦しみゆえの激しい試練の中にあっても，彼らの満ちあふれる喜びは，その極度の貧

しさにもかかわらず，あふれ出て，その惜しみなく施す富となったのです。」（Ⅱコリン

ト ８：２）。マケドニアの兄弟姉妹は貧しかったのですが，エルサレムの貧困の窮状を

見て，施す機会としてとらえたのです。 

寛大さは損得によって決められるものではありません。それは心のありようなので

す。寛大であるかそうでないかのどちらかなのです。もちろん，寛大さに用いる労力に

は限りがあります。しかし，神様は，その労力の程度は気になさりません。 

寛大さは，強欲や，自分自身を大切にすることを優先することによって損なわれま

す。逆に，寛大さは，神様が私たちのことを大切にして下さるという信仰の下で育まれ

ます。寛大さは，与える側にも受ける側にも祝福を与えてくれるのです。 
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祈 り 父なる神様，私は富に恵まれております。この世界の私の周囲には，満足に

食事ができない方々，眠る場所がない方々，飲み水にさえ不自由している方々

がおります。どうぞこの不幸を私が知ることができますように，お助け下さ

い。どうか，私がもっと憐れみ深くなれますようにお導き下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

ブルース・Ｗ・ローグ 

カリフォルニア州 メルセド 

 

訳者注 オックスファムは，世界90カ国以上で活動する国際協力団体です。世界17の

国・地域に拠点を置き，貧困を克服しようとする人々を支援し，貧困を生み出す状況を

変えるために活動しています。 

                                                  



2月16日(火) 

私 は 真 実 に 誰 な の か 

聖書朗読  ガラテヤ ３：２６～２９ 

あなたがたはみな，キリスト・イエスにあって，一つだからです。 

ガラテヤ ３：２８                                

 

数年前のこと，砕氷船での訓練中に，指導官が，プロのグループに対して，自分た

ちの生活，教育，家族や身体の特徴に関してしたことについて一切触れずに，自分自身

のことを説明するように求めました。この訓練は，参加者にとって驚くほど難しく，普

段，外部の事柄やならわしに追従するよりも，自分自身の信念や性格をより深く掘り下

げて説明することができたのです。 

ガラテヤ教会にあてられた手紙では，聖霊を通した使徒パウロの信念が，一つとす

る力の福音のメッセージを明かしています。『あなたがたはみな，キリスト・イエスに対

する信仰によって，神の子どもです。』(ガラテヤ 3:26)，『ユダヤ人もギリシヤ人もなく，

奴隷も自由人もなく，男子も女子もありません。なぜなら，あなたがたはみな，キリス

ト・イエスにあって，一つだからです。』（ガラテヤ３：２８）。私たち人間の性格は，私

たちがすることによってではなく，外部からもたらされるものによって私たち自身が形

作られます。私たちを形作って下さるのはキリストであるという真実とに沿って日々を

生きなさいということが御言葉なのです。キリストにあって私たちは等しく，キリスト

の御約束の相続人なのです。 
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祈 り 主なる神様，あなたにある信仰をもつものすべてを，キリストを追うものと

して等しくされたことに感謝申し上げます。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

       ジョナン・ロング 

       テキサス州 ルボック 

 

 

                                              

2月17日(水) 

輝 き を 放 つ 
聖書朗読  エペソ ５：１～１４ 

彼らが主を仰ぎ見ると，彼らは輝いた。「彼らの顔をはずかしめないで下さい。」 

詩篇 ３４：５ 

 

「シャーロットのおくりもの」（E・B・ホワイト著）では，蜘蛛のシャーロットが子

豚のウィルバーのことを表した白い文字を巣に紡ぎます。シャーロットは，ウィルバー

のことを，素晴らしく，輝きをはなち，謙虚と言いました。ウィルバーは，その言葉通

り，一生懸命に努力しました。「シャーロットが蜘蛛の巣に，ウィルバーは輝くために彼

自身ができること，そのすべてをしているのだと紡いだ時，ザッカーマンさんは，この

豚は輝いていると誇らしげに言いました」。 

私たちには，私たちのことを言葉として紡いでくれるシャーロットのような友情に

溢れる蜘蛛はいませんが，私たちのことを，御子を現すものと仰って下さる，愛する御

父がいます。この世は，私たちの評判が真実であるかどうかを見ています。『あなたがた

は，以前は暗やみでしたが，今は，主にあって，光となりました。光の子どもらしく歩

みなさい。』（エペソ５：８） 

パウロは，聖なる，謙虚な，忍耐強い賞賛される振る舞いを勧めました。『あなたが

たが，非難されるところのない純真な者となり，また，曲がった邪悪な世代の中にあっ

て傷のない神の子どもとなり，いのちのことばをしっかり握って，彼らの間で世の光と

して輝くためです。』（ピリピ２：１５～１６） 

喜びましょう。御父は「わが子は輝いている！」と仰って下さるでしょう。 

私たちの輝きは私たちのものではなく，映し出されたものにすぎません。神様が私

たちをキリストのゆえに光のうちに招いて下さったのです。 
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祈 り 聖なる父なる神様，私たちはすべてにおいてあなたのようにありたいと願っ

ています。あなたの祝福と栄光をもたらすことができますように，私たちの

振る舞いを輝かせて下さい。あなたの光のうちに日々を歩ませて下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

      キャロル・ロッジ 

      コロラド州 プエルボ 

                                                 



2月18日(木) 

素晴らしき日々への旅立ち 

聖書朗読  ピリピ １：２１～２４ 

私たちはいつも心強いのです。そして，むしろ肉体を離れて，主のみもとにいるほう

がよいと思っています。                  Ⅱコリント ５：８ 

 

ある日，お葬式のフラワーアレンジメントを探していた時に，小さな町にも，同じ

日に複数の死があるのだと，多くの魂が最後の旅路につこうとしていることに，気が付

きました。二つの光景に胸を打たれました。ひとつは，南の暗闇に毎夜，飛び交い，夜

通し明滅を繰り返す蛍です。 

もうひとつは，航空機が，終わりがないと思えるぐらい，一定の速度で地上を横切

っていく，テレビの映像です。私の心は慰められ，心を上げられ，世界中の数えきれな

い魂が造り主なる神様の御許に帰っていくことが想像できました。 

その道は既に作られているのです。そして，神様が造りたもう一つ一つの創造物が

御許に帰る時が，時に適って定められているのです。地上の束縛を離れた時，私たちが

キリストのためにこの地上で成しえたことを，私たちはもう一度覚えるでしょう。それ

はとても素晴らしいことです。 

私たちが，何かの知識に欠けるとか，そういうことに関わらず，神様が私たち全て

の魂を治めて下さることを，私たちは覚えることができます。私たちの魂はいずれこの

地上から旅立ち，神様の御許に帰ります。そのことを覚えて，日々，他者を助け，その

日のために準備をして，日々の生活を大切にしてまいりましょう。 
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祈 り 父なる神様，どうか，私の人生が，あなたの栄光の御許へと旅立つためだけ

にではなく，他者をもあなたによって引き上げられ，あなたを追う者とされ

るように用いて下さい。どうかあなたの御力によって私の人生が引き上げら

れ，日々，拠り頼むことができますようにお導き下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

                    ノーマ・プリヴィット 

                    カリフォルニア州 サウザンド・オークス 

                                                 

2月19日(金) 

進 み な さ い 

聖書朗読   Ⅱテモテ ４：１～８ 

失望せずにいれば，時期が来て，刈り取ることになります。   ガラテヤ ６：９ 

 

ボストンマラソンで，レースの終盤近くに心臓破りの丘と呼ばれる場所があります。

ランナーは，疲れ切っているこの時に，この長く困難な坂を上るために，うちなる力を

呼び起こさなければならないということを知っています。この坂を克服した後に，ラン

ナーはゴールラインが近づいたことを覚え始めることができるのです。主へと至るため

に，主が与えて下さる更なる力を必要としている人生の困難な時に，ランナーとして，

私の夫は，人生におけるその困難を，何回も何回も，心臓破りの丘にたとえました。 

夫の最後の数週間は，夫は絶望のうちあり，身体の力は坂を下るように衰え，素晴

らしく鍛え上げられていた肉体の力は消えようとしていました。ホスピスの看護師さん

が，夫の手を取り，足元に座り，「今の時は，下り坂ではありませんよ。上っている時な

のですよ。」と言って下さいました。そして，看護師さんは，手をゆっくりと上げて，左

右に振るしぐさをしました。そして，「あなたはこのために人生を生きてこられたわけで

はないしょう？ これがあなたの人生の全てではないでしょう？ 今は，お家に帰ろうと

しているのでしょう？」と言って下さったのです。 

この時から，夫は，ゴールを目にする前の，最後の「心臓破りの丘」があることを

悟り，それに向かっていったのです。数日後，夫はその道のりを終えました。夫はレー

スに勝ったのです。 
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祈 り 父なる神様，あなたがゴールで私たちを迎えて下さることを覚え，めいめい

のレースのゴールを見据えられますように，どうかお導き下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

    マージョリー・Ａ・ギリス 

    ジョージア州 マリエッタ 

                                                     

                        



2月20日(土) 

主 は 我 が 助 け 手 

聖書朗読  へブル １３：１～６ 

金銭を愛する生活をしてはいけません。いま持っているもので満足しなさい。主ご自

身がこう言われるのです。「わたしは決してあなたを離れず，また，あなたを捨てな

い。」                            へブル １３：５ 

 

聖書にある主のご命令のうちで，今日の御言葉が，私たちの大半にとって一番難し

いかもしれません。満足することはとても難しいです。いとも簡単に金銭の誘惑に溺れ

てしまいます。満足しないというメッセージに私たちは首を垂れます。私たちは，これ

が必要だとか，もっと新しいものがふさわしいとか，絶えず言っています。私たちは，

絶えず耳にすることを，いとも簡単に信じてしまいます。時には，金銭こそが真実であ

るとさえ信じてしまうのです。金銭を追い求めることは，信仰から迷い出て，非常な苦

痛をもって自分を刺し通すことになるのです（Ⅰテモテ ６：９～１０）。 

しかし，犠牲は何でしょうか？ 私たちが不満な時，金銭を愛することに陥る時，何

が起きるのでしょうか？ 

不満は，私たちを奪い傷つけるだけではなく，他者にも悪い影響を与えます。もし，

私たちの人生が主にある信頼を伝えるなら，他者は私たちを通して，御言葉を耳にする

ことができるのです。しかし，もし私たちが不満であるなら，私たちのうちにある希望

について誰がその理由を尋ねたいと思うのでしょうか（Ⅰペテロ ３：１５）。もし，私

たちが金銭に拠り頼むのなら，私たちの助け手である主に拠り頼んでいないということ

になります。 

清教徒の説教者であったジェレミア・バローズは，満足のことを「希少な宝石」と

呼びました。しかし，それは探すに値する宝石なのです。それを持つものには主の恩寵

があります。それに気づくものには主の恩寵があります。それは神様の栄光をもたらす

のです。 
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祈 り 主なる神様，私たちが不平を漏らすとき，どうか私たちをお赦し下さい。あ

なたを見上げ，あなたが私たちに下さっているものに満足できるよう私たち

を導いて下さい。私たちから金銭への誘惑と人間への恐れを取り除いて下さ

い。どうかこれらのものを主にある信頼によって消し去って下さい。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン 

   セイヤー・サリスバリー 

   オハイオ州 トレド 

                                                       

2月21日（日） 

私 た ち が 必 要 と す る 全 て 

聖書朗読  Ⅱペテロ １：３～９ 

私は，私を強くしてくださる方によって，どんなこともできるのです。 

                              ピリピ ４：１３ 

 

あなたは全く苦手としているのに，それをしなくてはならない時がありましたか？

妻と私は，子どもたちが小さかった時，クリスマスイブに寝ないで，おもちゃを組み立

てようとしていました。（実は私は機械的なことには全く苦手でした。）ようやく組み立

てて終わっても，いつも，いくつか部品は残るという羽目になったものです。 

ペテロの第二の手紙の励ましの言葉にいつも大変感謝しています。ペテロは，神様

が私たちに，私たちの人生と信仰に必要な全てを与えて下さっていると語っています。

欠けているものはありません。私にはクリスチャンとしての適正がどんなになくとも，

神様は私のうちに神様を喜ぶために必要なもの全てを備えて下さっています。 

神様は，私たちをご自身の栄光と善のうちに召して下さるという聖書の知識を通し

て，私たちにこれを与えて下さるのです。神様はどのような方であるのか，この世にお

いて，神様のように生きるということはどのようなことであるのか，それをお示し下さ

ったのがイエス様です。 

神様は，私たちがこの世の罪から免れ，神様の本質のうちに歩ませて下さる偉大な

素晴らしいお約束を与えて下さいました。これらのお約束の一つが，キリストの復活で

あり，神様のうちあって永遠に生きるという真実なのです。とても素晴らしいことです。 
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祈 り 愛する神様，神様を喜ぶために必要な全てを私たちに与えて下さいますこと

に感謝申し上げます。時に私たちは自らの弱さに囚われ主の御力を忘れてし

まいます。神様の赦しとキリストにある恵み，そして，主がキリストにあっ

て私たちに与えて下さった偉大な最高のお約束に感謝申し上げます。 

イエス様の御名によってお祈りいたします。アーメン。 

  Ｊ・リチャード・トンプソン 

  テネシー州 ナッシュビル 
                                                            


